
アダプティブアレーアンテナやディジタルビーム
フォーマにおける指向性制御，アレーアンテナによ
る高分解能到来方向／端末位置推定など，近年，ア
レーアンテナにおける様々な信号処理手法の実用化
が精力的に進められている。ハードウェア面におい
ても，車載レーダや無線 LANの MIMOシステム
など，アレーアンテナは我々の身近なものとなり，
今後，さらに幅広いアプリケーションへ展開される
ことが期待される。これはビーム／ヌルスティアリ
ング，および信号／雑音部分空間の概念を用いた信
号分離アルゴリズムの研究が進んだ成果と言える。
しかしながら，これらの信号処理アルゴリズムの多

くは，実際のアレーアンテナにおいて不可避な素子
間相互結合を無視しているばかりでなく，素子のば
らつきなどの製作に伴う誤差が考慮されていない。
高い分離能力も持つことは，すなわち，誤差に対し
ても敏感であることを意味する。手法本来の性能を
実現するには，誤差の補償，すなわち，キャリブレー
ションが不可欠である。この論文では，様々なキャ
リブレーション手法を概説し，筆者等による仮想ア
レーを用いたキャリブレーション手法の特徴を明ら
かにしている。さらに残された課題と今後の展望を
論じている。
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